
１　事業内容／応募資格等

国際青年育成
交流事業

日本・中国
青年親善交流

日本・韓国
青年親善交流

ドミニカ共和国 中　国 韓　国 インド デンマーク

エストニア スリランカ 　（高齢者関連活動）

ヨルダン ニュージーランド

ラオス 　（障害者関連活動）

　 ドイツ

　（青少年関連活動）

平成23年9月 平成24年1月～3月 平成23年10月～12月 平成23年10月

１８日間 ３５日間
５２日間

（国内ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ９日含む）
１０日間

各国１０人 約１４０人 約４０人 各国８人

国籍

年齢

２３歳～４０歳
（昭和45年4月2日～
昭和63年4月1日
生まれ）

高齢者関連、障害者関連
青少年関連の社会活動経
験を原則３年以上有する
こと

語学力等
活動を円滑に行う
ことができる英語
力

英語による簡単な日常会
話能力があれば望ましい

その他

事前＊ ９月中・下旬の６日間
７月下旬～８月上旬

の６日間
６月下旬の３日間

出発前 出航直前の６日間 国内ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ直前の５日間 出発直前の２日間

帰国後 帰国直後の２日間 帰国直後の２日間 帰国直後の２日間

・参加申込書（様式１）
・作文
・推薦書（様式３・任
意）

・参加申込書（様式１）
・作文

・参加申込書（様式４）
・作文
・所属団体による推薦書
　（様式５）

試験日時

試験科目

面接試験
語学試験（英会
話）
教養試験

面接試験

場所

試験日時
５月１４日（土）

または
５月１５日（日）

６月４日（土）
または

６月５日（日）
５月２８日（土）

５月２０日（金）
または

５月２１日（土）

試験科目

面接試験
語学試験（英会
話）
教養試験

面接試験

場所

約１３万円 約２６万円 約２６万円 約１１万円

※事前研修は、最終選考を兼ねます。

◆訪問国および日程は諸事情により変更になることがあります。

◆「東南アジア青年の船」事業の実施期間５２日間とは、日本国内活動期間と運航期間を合わせたものです。

◆中間選考は滋賀県が、第２次選考は内閣府が実施します。

応募関係書類は、内閣府ホームページ（http://www.cao.go.jp/koryuu/)からもプリントアウトできます。

提出書類

訪問国

対　象
活動等

事業全日程（事前研修、出発前研修、派遣プログラム及び帰国後研修）の参加できる者

日本国籍を有すること

１８歳～３０歳（昭和55年4月2日～平成5年4月1日生まれ）

地域、職域、学校または、青少年団体等において、
帰国後もその経験を生かして国際交流活動、青少年活動等を活発に行うことができる者

訪問国の公用語により簡単な日常会
話ができる者が望ましい

航空機による青年海外派遣

世界青年の船 東南アジア青年の船
青年社会活動
コアリーダー
育成プログラム

募　集

募集人員

実施時期
（期間）

資
　
格
　
要
　
件

活動を円滑に行うことができる英語力

内閣府の行う同種の事業に参加したことのある者は応募できません

研
　
　
修

７月上・中旬の７日間

出発直前の２日間

帰国直後の４日間

・参加申込書（様式１）
・作文

４月１０日（日）　９時３０分～

中
間
選
考

面接試験

教養試験

面接試験
語学試験（英会話）
教養試験

草津市立まちづくりセンター（滋賀県草津市西大路町９－６）

・（中間選考合格者のみ）健康診断書（様式２）

平成２３年度「内閣府青年国際交流事業」参加者募集案内【滋賀県】

約９万円

個人負担額
［内訳］研修費（事前、出発前、帰国後）、船内供食費（船事業のみ）、渡航手続費用、事後活動組織への入会金など

※上京・帰郷旅費等は、別途負担となります。

第
２
次
選
考

内閣府：中央合同庁舎第４号館（東京都千代田区霞が関３－１－１）

面接試験

教養試験

面接試験
語学試験（英会話）
教養試験

平成23年9月

５月２２日（日）

１５日間

各国２５人

西南アジア地域を中心に
世界12カ国の外国青年約
130人と共に船内で共同生
活をしながら各国を訪問

フィリピン　　ブルネイ
マレーシア　　ベトナム
インドネシア

ASEAN10各国の青年約280
人と共に船内何度で共同
生活をしながら各国を訪
問



２ 応募期間 
平成２３年２月１日（火）～３月２５日（金）＜必着＞ 

 
３ 応募方法・申込先 
（１）提出書類 

ア 参加申込書（様式１ 青年社会活動コアリーダー育成プログラムについては「様式４」） 
イ 作 文 
①テーマ 
◎青年社会活動コアリーダー育成プログラム以外のテーマ 

本事業の参加青年として参加することになった場合、「事業活動の中で何をしたいか」「帰国

後その経験をどのように活かすか」という点を中心に記述してください。題名は自由です。 
    ◎青年社会活動コアリーダー育成プログラムのテーマ 

組織や団体での活動の際に、「運営面・活動面で問題や課題と考えていること」「それらに対す

る解決・対応手法として考えられること」という点を中心に記述してください。題名は自由です。 
②字 数 

1,２00字以内 
縦Ａ４版横書き、題名、氏名及び字数を明記してください。題名および氏名は字数に含みません。 
パソコン、ワープロによる作成を推奨します。 

  ウ 推薦書（様式３ 世界青年の船応募者のみ・任意） 
  エ 所属団体による推薦書（様式５ 青年社会活動コアリーダー育成プログラム応募者のみ） 
（２）提出方法 

上記書類をそろえ、滋賀県健康福祉部子ども・青少年局 または 居住地の市町青少年行政主管課へ 
郵送、または持参してください。 

 
４ 応募に関する留意点 
（１）国際青年育成交流および日中・日韓青年親善交流の訪問国は、定員の関係から第１希望のとおり決定

されるとは限りません。 
（２）派遣決定後、辞退することのないよう研修期間を含む全事業日程に留意してください。 
（３）「平成２３年度内閣府青年国際交流事業概要及び応募要領」を熟読の上、応募してください。  
 
５ 中間選考・推薦 

応募者を対象に、次のとおり県で中間選考を行い、合格者を滋賀県からの参加青年候補者として内閣 
府に推薦しますので、必ず中間選考会に出席してください（欠席の場合は、不合格とします）。なお、

応募者多数の場合は、書類選考のうえ中間選考会出席者を決定します。 
   中間選考合格者は、所定の健康診断書（様式２）を速やかに提出する必要があります。 
 
６ 中間選考会 
  （１）期 日  平成２３年４月１０日（日） ９：３０～ 
  （２）場 所  草津市立まちづくりセンター ３０６会議室 
  （３）内 容  ①教養試験 
          ②面接試験（本事業への参加意欲、事後活動に関する考え方等で、英語によるものも

含みます。ただし、日中・日韓青年親善交流および青年社会活動コアリー

ダー育成プログラム希望者は英語を免除。） 
      ＊選考会の開始時間、会場など詳細については、中間選考会出席者に直接連絡します。 
      ＊選考会出席のために必要な交通費は、本人の負担とします。 
 
７ 参加青年の決定 
   県からの推薦に基づき、内閣府が書類選考および第２次選考試験（会場は東京）を行い、その結果に 

基づき事前研修参加青年が決定され、事前研修の結果を踏まえ、参加者が最終的に決定されます。 
 
８ 問い合わせ先 
   滋賀県健康福祉部子ども・青少年局              

〒520-8577 大津市京町四丁目１－１  TEL：077-528-3557   
   内閣府子ども若者・子育て施策総合推進室国際企画担当     

TEL：03-3581-1181  ホームページ http://www.cao.go.jp/koryu/ 


